
基準値 目標値 達成

20年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 27年度

84.20% 80.6% 89.0% 92.9% 90.3% 88.2% 87%以上

80%以上 80%以上 80%以上 87%以上 87%以上

基準値 目標値 達成

26年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 27年度

9.1点
/10点満点

9.1点 9.5点
9.1点以上
/10点満点

9.1点 9.1点

基準 目標 達成

26年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 27年度

83.3% 83.3% 83.3% 83.3%以上

83.3% 83.3%

基準 目標 達成

24年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 27年度

7名 7名以上 7名以上 7名以上 7名以上 7名以上

7名 7名 7名 7名

施策の分析

平成27年度実施施策に係る政策評価書
（内閣府27－62（政策１７－施策③））

政策名 経済社会総合研究の推進

施策名 人材育成、能力開発

施策の概要
内閣府及び他省庁職員に対して、計量経済分析等の経済理論の講義や分析手法の技能研修等を実施し、経済
分析等の専門知識及び手法を習得させる。

達成すべき目標
政策担当者の企画立案能力や調査分析能力の向上を図り、より効果的・効率的な経済政策等を実施することに
寄与する。

施策の予算額・執行額等

区分 25年度 26年度 27年度 28年度

12

補正予算（b） 0 0 0
予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 13 13 13

0

繰越し等（c）

合計（a＋b＋c） 13 13 13

執行額（百万円） 8 9 6

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

-

測定指標

1　研修に対する研修員ア
ンケートの満足度

実績値

達成

年度ごとの目標値

2　分析技能の習得・向上
を図る研修での達成度

実績値

達成

年度ごとの目標値

3　語学関連研修での向上
度

施策の進捗状況（実績）

達成

年度ごとの目標

4　SNA研修(アジア諸国向
け)研修参加者数

施策の進捗状況（実績）

達成

年度ごとの目標

評
価
結
果

目標達成度合いの
測定結果

（各行政機関共通区分） 目標達成

（判断根拠）

測定指標1,4については過去の実績を踏まえて目標値を設定しており、その目標値は
達成された。
測定指標2,3については平成26年度より集計を開始し、平成26年度の結果を基準に
測定し、それぞれ目標値は達成された。

研修員アンケートの結果や政策担当部局からの要望等を踏まえ、具体的には、一部研修日程を追加し、演習時
間の拡充に努める等、研修内容の改善・講師の選定に工夫を図ってきた結果、多くの研修参加者数を得て、その
満足度も高いものとなっている。

次期目標等への
反映の方向性

【施策】
経済分析等の専門知識及び手法を習得させ、引き続き研修効果の高い研修を実施できるように工夫し、幅広な
要望に対応すべく、包括的・網羅的に研修を提供していく。

【測定指標】
26年度より開始した習熟テストについて、今後、継続的に実施し、客観的に研修効果を測り、また研修員の要望
等に対しても出来る限り対応し、今後どのように研修を行うのが効果的か検討材料にしたい。

学識経験を有する者の知
見の活用

-

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

-

担当部局名
経済社会総合研究

所
　作成責任者名

経済研修所総務
部長　石井照夫

政策評価実施時期 平成28年８月
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